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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
エ
タ
ー
ナ
ル
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
０
７
４
Ｔ

【
作
者
名
】

　
爆
炎
王

【
あ
ら
す
じ
】

　
過
激
化
す
る
ネ
ウ
ロ
イ
の
侵
攻
に
対
し
、
人
類
は
一
つ
の
邪
法
を
見
出
す
。

そ
れ
は
ネ
ウ
ロ
イ
の
コ
ア
を
人
体
に
移
植
、
仮
初
の
魔
力
に
よ
っ
て
空
を
翔
る

の
だ
と
い
う
。

男
た
ち
の
参
戦
に
よ
っ
て
戦
局
は
好
転
し
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
が
―
―
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　

「
総
員
！
　
ネ
ウ
ロ
イ
化
開
始
！
」

　
緑
の
ベ
レ
ー
帽
を
被
り
、
軍
服
が
豊
か
な
筋
肉
で
盛
り
上
が
っ
た
男
は
俺
た

ち
の
前
で
が
な
る
。

　
俺
は
胸
の
真
中
に
あ
る
紅
い
コ
ア
に
触
れ
て
『
魔
法
の
言
葉
』
を
吐
い
た
。

「
我
が
身
は
鋼
。
我
が
心
は
剣
。
我
が
意
思
は
爆
炎
。
我
が
名
は
レ
ヴ
ァ
ン
テ

ィ
ン
」

　
俺
の
足
元
に
紅
い
光
が
走
り
、
互
い
に
交
じ
り
合
い
、
複
雑
な
図
形
と
な
り
、

魔
法
陣
と
し
て
意
味
を
な
し
た
。

　
同
時
に
俺
の
皮
膚
に
異
変
が
起
こ
る
。
赤
と
黒
の
装
甲
が
浮
き
上
が
り
、
そ

れ
は
ほ
ぼ
全
身
に
行
き
渡
っ
た
。
効
果
は
腰
間
に
吊
る
さ
れ
た
一
・
五
ｍ
ほ
ど

の
両
手
剣
に
も
及
び
、
赤
と
黒
に
染
ま
り
あ
が
る
。

　
俺
の
隣
に
並
ん
で
い
る
連
中
も
赤
と
黒
の
装
甲
、
つ
ま
り
ネ
ウ
ロ
イ
化
が
始

ま
っ
て
い
た
。

　
特
に
脚
部
の
強
化
は
著
し
く
、
正
し
く
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
履
い
た

様
な
形
状
に
な
っ
て
い
る
。

「
全
員
ネ
ウ
ロ
イ
化
終
了
し
ま
し
た
」

「
出
撃
と
同
時
に
多
方
に
散
開
し
、
ネ
ウ
ロ
イ
ど
も
の
侵
攻
を
食
い
止
め
ろ
。

俺
か
ら
は
以
上
だ
。
幸
運
を
祈
る
」

　
矢
継
ぎ
早
に
言
い
残
し
て
ベ
レ
ー
帽
の
男
―
―
槇
原
隊
長
は
滑
走
路
か
ら
飛

び
出
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
続
い
て
次
々
と
戦
友
た
ち
が
発
進
し
て
い
く
。

　
俺
も
脚
部
に
軽
く
力
を
入
れ
て
、
点
火
、
急
加
速
す
る
が
Ｇ
は
感
じ
な
い
。

ネ
ウ
ロ
イ
化
し
た
ら
痛
覚
は
麻
痺
し
、
変
わ
り
に
視
覚
が
全
方
位
と
な
る
の
だ
。
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「
報
告
の
通
り
、
か
」

　　
ハ
ン
ガ
ー
を
抜
け
、
外
に
出
た
。
空
は
お
び
た
だ
し
い
ま
で
の
ネ
ウ
ロ
イ
に

支
配
さ
れ
て
い
た
。
既
に
飛
び
立
っ
た
仲
間
た
ち
と
ネ
ウ
ロ
イ
の
レ
ー
ザ
ー
が

激
し
く
飛
び
交
い
、
怒
号
と
剣
戟
が
響
き
渡
る
。

　
砕
け
散
る
ネ
ウ
ロ
イ
の
破
片
と
戦
友
の
肉
片
が
バ
ラ
バ
ラ
と
散
っ
て
い
た
。

　
魔
女
は
シ
ー
ル
ド
を
展
開
で
き
る
。
故
に
生
存
率
は
高
い
。
だ
が
俺
た
ち
が

得
た
仮
初
の
魔
力
で
は
シ
ー
ル
ド
は
張
れ
な
い
。
故
に
、
生
存
率
は
一
％
に
も

満
た
な
い
。

「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

お
お
お
お
お
ッ
！
」

　
俺
は
両
手
剣
を
抜
き
放
ち
、
飛
翔
す
る
。
空
を
グ
ン
グ
ン
と
駆
け
上
り
、
高

空
に
い
る
大
型
の
ネ
ウ
ロ
イ
を
狙
う
。

　
接
近
に
気
付
い
た
ネ
ウ
ロ
イ
が
紅
い
レ
ー
ザ
ー
を
い
っ
せ
い
に
放
っ
て
く
る
。

視
界
を
埋
め
尽
く
す
真
紅
の
弾
幕
を
、
俺
は
瞥
見
し
て
両
手
剣
ツ
ヴ
ァ
イ
ハ
ン

ダ
ー
を
大
上
段
に
構
え
た
。

「
燃
え
上
が
れ
！
！
」

　
ツ
ヴ
ァ
イ
ハ
ン
ダ
ー
の
刀
身
を
炎
が
這
う
。
紅
く
燃
え
滾
り
、
大
き
く
振
り

か
ぶ
っ
た
。

「
イ
グ
ニ
ー
ト
・
ダ
ー
ト
ォ
ッ
！
！
」

　
灼
熱
の
火
炎
が
空
を
走
り
、
前
方
に
燃
え
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
刹
那
、
眼
を
焼
く
白
色
の
光
と
耳
を
劈
く
爆
音
、
そ
し
て
凄
ま
じ
い
大
爆
発

に
呑
ま
れ
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
（
後
書
き
）

ほ
ぼ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

Ｉ
Ｓ
や
ソ
ニ
ッ
ク
ダ
イ
バ
ー
も
兵
器
と
し
て
登
場
す
る
の
で
、
一
応
原
作
に
入

れ
て
お
き
ま
し
た
。
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主
人
公
紹
介
（
前
書
き
）

ネ
タ
バ
レ
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
っ
ち
で
は
そ
う
い
う
の
は
自
重
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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主
人
公
紹
介

沢
村
（
本
名
、
名
前
共
に
不
明
）
　
男
　
？
歳

階
級
　
二
等
兵

所
属
　
第
７
７
７
多
国
籍
特
殊
戦
闘
航
空
団
（
通
称
エ
タ
ー
ナ
ル
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
）

国
籍
　
扶
桑
皇
国

武
器
　
ツ
ヴ
ァ
イ
ハ
ン
ダ
ー

武
装
　
貫
通
性
反
射
レ
ー
ザ
ー
砲

魔
法
　
炎
系
統
の
攻
撃
魔
法

Ｄ
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
　
焔
零
式

ネ
ウ
ロ
イ
と
最
前
線
で
戦
う
特
殊
戦
闘
チ
ー
ム
、
エ
タ
ー
ナ
ル
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
の

戦
士
。

ネ
ウ
ロ
イ
化
で
得
ら
れ
る
力
は
炎
。
剣
術
も
得
手
な
の
で
魔
法
と
併
用
し
て
戦

う
こ
と
が
で
き
る
。

稀
に
見
る
熱
血
漢
で
正
義
感
溢
れ
る
若
者
。
戦
闘
技
術
は
荒
削
り
だ
が
、
将
来

は
そ
れ
な
り
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

過
去
に
ま
つ
わ
る
情
報
は
出
生
も
含
め
て
一
切
が
不
明
。

火
炎
八
倒
剣
術
の
使
い
手
。

―
―
術
技
―
―

イ
グ
ニ
ー
ト
・
ダ
ー
ト
：
刀
身
に
炎
を
発
現
、
薙
ぎ
払
い
、
周
辺
へ
の
敵
に
対

し
て
広
範
囲
攻
撃
を
行
う
。

フ
ァ
イ
ア
ボ
ー
ル
：
自
分
の
周
囲
に
火
球
を
作
り
、
対
象
に
向
け
て
飛
ば
す
。

炎
剣
・
抜
：
剣
を
炎
に
宿
す
。
始
ま
り
の
技
。
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炎
剣
・
砕
：
炎
の
剣
で
砕
く
。
次
へ
の
布
石
。

炎
剣
・
噸
：
鋭
く
重
い
一
撃
。
更
な
る
連
携
へ
。

炎
剣
・
克
：
炎
は
水
を
も
焼
き
尽
く
す
。

炎
剣
・
毅
：
不
動
の
構
え
か
ら
放
た
れ
る
一
撃
は
無
双
。

炎
剣
・
龍
：
そ
し
て
全
て
は
炎
へ
。
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反
撃
の
狼
煙
（
前
書
き
）

守
り
て
ぇ
モ
ン
が
あ
る
か
ら
、
俺
は
死
を
超
え
ら
れ
る
。
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反
撃
の
狼
煙

　
今
日
、
ま
た
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
共
同
墓
地
に
三
人
の
ウ
ィ
ザ
ー
ド
が
葬
ら
れ

た
。

　
移
植
し
た
コ
ア
を
ネ
ウ
ロ
イ
の
レ
ー
ザ
ー
で
貫
か
れ
、
即
死
だ
っ
た
そ
う
だ
。

ウ
ィ
ザ
ー
ド
は
ネ
ウ
ロ
イ
化
す
る
こ
と
で
ウ
ィ
ッ
チ
を
凌
駕
す
る
魔
力
と
機
動

力
を
得
る
が
、
た
だ
一
つ
の
致
命
的
な
弱
点
が
あ
っ
た
。

　
俺
は
胸
に
移
植
し
た
コ
ア
を
服
の
上
か
ら
触
り
な
が
ら
新
し
く
造
ら
れ
た
墓

の
前
に
立
ち
、
黙
祷
す
る
。

　
エ
ナ
ジ
ー
。

　
第
二
の
心
臓
。

　
ウ
ィ
ザ
ー
ド
の
中
核
。

　
Ｎ
・
サ
ー
キ
ッ
ト
。

　
様
々
な
呼
び
名
が
、
俺
は
単
純
に
コ
ア
と
称
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ザ
ー
ド
に
と

っ
て
コ
ア
は
決
し
て
失
っ
て
は
な
ら
な
い
部
位
だ
。
も
し
失
え
ば
―
―
。

「
沢
村
。
こ
こ
に
い
た
の
か
」

「
坂
本
さ
ん
」

　
坂
本
庄
司
。
階
級
は
少
佐
。
戦
闘
ス
タ
イ
ル
は
俺
と
同
じ
近
接
戦
闘
特
化
型

で
、
三
ｍ
に
も
及
ぶ
長
大
な
日
本
刀
物
干
し
竿
を
自
分
の
手
足
の
よ
う
に
振
る

う
。

　
今
年
５
０
歳
に
な
る
と
聞
い
た
が
絶
対
に
嘘
だ
。
訓
練
で
も
一
度
も
勝
っ
た

事
が
な
い
。
コ
ア
は
右
眼
に
移
植
、
普
段
は
眼
帯
で
隠
さ
れ
て
い
る
。

「
今
週
で
も
う
２
２
人
目
っ
す
よ
。
し
か
も
全
員
、
新
米
魔
法
使
い
っ
す
。
扶

桑
７
人
、
リ
ベ
リ
オ
ン
３
人
、
カ
ー
ル
ス
ラ
ン
ト
４
人
、
ス
オ
ム
ス
１
人
、
ロ

マ
ー
ニ
ャ
３
人
、
ガ
リ
ア
１
人
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
３
人
。
も
ち
ろ
ん
、
墓
な
ん
て

見
せ
か
け
っ
す
。
コ
ア
を
ぶ
っ
壊
さ
れ
ち
ま
え
ば
ネ
ウ
ロ
イ
と
同
じ
く
跡
形
も
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な
く
砕
け
散
り
ま
す
か
ら
ね
」

　
コ
ア
を
失
え
ば
、
ネ
ウ
ロ
イ
と
同
様
に
砕
け
る
。
死
体
す
ら
残
ら
な
い
。

　
そ
れ
が
ウ
ィ
ザ
ー
ド
の
末
路
だ
。

「
先
ほ
ど
、
本
国
か
ら
入
電
が
あ
っ
て
な
。
上
層
部
は
北
部
戦
線
を
見
限
る
よ

こ
こ

う
だ
。
既
に
後
陣
の
航
空
団
は
退
却
を
始
め
た
」

「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
、
そ
れ
」

「
第
７
７
６
特
殊
工
作
部
隊
、
第
７
７
３
特
殊
戦
闘
兵
団
が
ネ
ウ
ロ
イ
と
の
交

リ
ト
ル
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

ク
ラ
イ
シ
ス
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

戦
で
壊
滅
、
第
７
７
１
白
兵
航
空
団
は
半
壊
し
た
。
北
部
戦
線
で
耐
え
抜
い
て

ゼ
ル
セ
ン
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

い
る
の
は
我
々
だ
け
だ
」

　
俺
は
唇
を
噛
み
締
め
、
拳
を
き
つ
く
閉
じ
る
。

　
戦
局
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
に
、
悪
化
し
て
い
る
。
一
時
は
ネ
ウ
ロ
イ

を
北
方
に
追
い
や
り
、
勝
利
が
目
前
に
迫
っ
て
い
た
。

　
だ
が
。

　
あ
の
事
件
で
戦
局
は
一
気
に
覆
さ
れ
、
ウ
ィ
ザ
ー
ド
参
戦
前
よ
り
も
更
に
厳

し
い
状
況
下
に
陥
っ
て
い
た
。

「
も
う
ウ
ィ
ザ
ー
ド
は
投
入
さ
れ
な
い
。
だ
が
通
常
兵
器
で
は
ネ
ウ
ロ
イ
は
倒

せ
ず
、
ウ
ィ
ッ
チ
た
ち
の
数
は
も
は
や
数
え
る
程
度
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
の

だ
」

　
俺
は
少
佐
が
言
い
た
い
事
が
分
か
っ
た
。
人
類
は
最
後
の
反
撃
に
転
じ
る
。

「
核
兵
器
の
使
用
が
サ
ミ
ッ
ト
で
決
定
し
た
。
今
か
ら
一
週
間
以
内
に
北
部
を

中
心
に
核
の
雨
が
降
り
注
ぐ
」

「
分
か
っ
て
る
ン
す
か
ね
。
使
え
ば
、
全
土
が
汚
染
さ
れ
ま
す
よ
。
ネ
ウ
ロ
イ

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
街
よ
り
も
ヤ
バ
く
な
る
ん
で
す
よ
」

「
生
き
残
る
為
だ
」
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俺
は
顔
を
ゆ
が
め
た
。

　
核
兵
器
を
持
ち
出
し
て
、
何
が
生
き
残
る
為
だ
。
全
て
を
吹
き
飛
ば
し
、
破

壊
し
つ
く
兵
器
で
平
和
を
作
る
？

　
ふ
ざ
け
ん
な
。
俺
は
そ
ん
な
モ
ン
に
頼
る
為
に
ウ
ィ
ザ
ー
ド
に
な
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
。

「
一
週
間
、
い
や
五
日
以
内
に
北
方
を
奪
還
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
頭
の
悪
い

連
中
も
黙
る
で
し
ょ
う
」

「
軍
の
命
令
に
歯
向
か
う
気
か
？
」

「
今
日
ま
で
に
何
回
、
背
い
た
と
思
っ
て
る
ん
で
す
か
。
ど
う
せ
俺
ら
は
バ
ケ

モ
ン
で
す
。
命
令
無
視
な
ど
上
も
重
々
、
覚
悟
し
て
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
ん
す
か

ね
」

「
は
っ
は
っ
は
。
お
前
も
中
々
、
肝
が
据
わ
っ
て
き
た
な
！
　
よ
し
、
作
戦
会

議
室
に
行
く
ぞ
」

　
俺
は
少
佐
と
一
緒
に
作
戦
会
議
室
に
向
か
っ
た
。

　
歩
き
な
が
ら
俺
は
見
慣
れ
た
基
地
内
を
見
回
す
。
度
重
ね
る
激
戦
で
あ
ち
こ

ち
が
罅
割
れ
、
薄
汚
れ
、
壊
れ
、
さ
び
つ
い
て
い
た
。
通
路
に
は
壊
れ
た
銃
器

や
ガ
ラ
ク
タ
な
ど
が
散
乱
し
、
廃
墟
同
然
で
あ
る
。

　
生
き
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
結
局
、
初
期
の
１
１
人
だ
け
。
一
％
に
も
満
た
な

い
生
存
率
の
中
で
生
を
見
出
せ
た
の
は
俺
た
ち
だ
け
だ
っ
た
。

　　
沢
村
。
訳
ア
リ
で
年
齢
不
詳
。

お
れ

　
坂
本
庄
司
。
４
９
歳
。

　
ア
ダ
ム
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ン
デ
・
ヴ
ィ
ル
ケ
。
３
８
歳
。

　
デ
ィ
エ
ゴ
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
。
４
７
歳
。

　
シ
ャ
ッ
セ
ー
ル
・
ク
ロ
ス
テ
ル
マ
ン
。
４
４
歳
。

　
ブ
ル
ー
ノ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
。
４
９
歳
。

　
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
・
バ
ル
ク
ホ
ル
ン
。
５
６
歳
。
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ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ル
ッ
キ
ー
ニ
。
４
０
歳
。

　
イ
ー
ノ
ッ
ク
・
Ｇ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
。
３
３
歳
。

　
ド
ガ
エ
フ
・
Ａ
・
リ
ト
ヴ
ャ
ク
。
４
４
歳
。

　
ヤ
ン
ネ
・
イ
ル
マ
タ
ル
・
ユ
ー
テ
ィ
ラ
イ
ネ
ン
。
４
４
歳
。

　　
戦
い
抜
い
た
１
１
人
の
戦
士
。

　
あ
の
、
伝
説
の
魔
女
た
ち
―
―
第
５
０
１
統
合
戦
闘
航
空
団
―
―
ス
ト
ラ
イ

ク
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
の
名
を
受
け
継
ぐ
男
た
ち
だ
。
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反
撃
の
狼
煙
（
後
書
き
）

主
人
公
以
外
の
名
前
は
原
作
か
ら
も
じ
っ
て
ま
す
。
ま
あ
、
原
作
も
実
在
の
名

前
か
ら
き
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
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代
償
（
前
書
き
）

こ
の
世
界
は
、
あ
ま
り
に
も
壊
れ
て
い
た
。
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代
償

　
作
戦
会
議
室
の
両
開
き
の
ド
ア
を
坂
本
が
開
け
る
。

　
円
卓
と
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
し
か
な
い
殺
風
景
な
部
屋
に
は
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
・

バ
ル
ク
ホ
ル
ン
し
か
い
な
か
っ
た
。

　
き
っ
ち
り
と
揃
え
た
黒
の
短
髪
、
し
わ
一
つ
汚
れ
一
つ
な
い
新
品
の
よ
う
な

カ
ー
ル
ス
ラ
ン
ト
軍
服
を
着
こ
な
し
て
い
る
。

　
見
た
目
の
通
り
、
生
真
面
目
で
ル
ー
ル
に
う
る
さ
い
や
つ
だ
。

「
お
や
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
う
し
た
？
」

「
好
き
勝
手
に
う
ろ
つ
い
て
い
る
。
ま
っ
た
く
、
ナ
イ
ト
ウ
ィ
ザ
ー
ド
の
ド
ガ

エ
フ
な
ら
分
か
る
が
、
全
然
緊
張
感
と
い
う
も
の
が
―
―
」

　
ほ
ら
、
始
ま
っ
た
。
真
面
目
な
の
は
い
い
け
ど
、
何
事
も
限
度
っ
て
物
が
あ

る
だ
ろ
。

「
そ
う
か
。
な
ら
お
前
か
ら
伝
え
て
く
れ
。
我
々
は
五
日
以
内
に
北
方
を
奪
還

す
る
と
な
」

「
あ
あ
、
構
わ
な
い
が
―
―
！
？
　
今
、
な
ん
と
？
」

「
北
方
を
奪
還
す
る
」

「
な
、
何
を
！
　
軍
の
命
令
は
退
却
で
は
な
い
か
！
」

「
ネ
ウ
ロ
イ
の
巣
を
目
前
に
し
て
、
逃
げ
る
の
も
癪
に
障
る
だ
ろ
う
？
　
そ
れ

に
軍
規
違
反
は
我
々
の
十
八
番
じ
ゃ
な
い
か
」

「
し
、
し
か
し
！
　
そ
の
軍
規
違
反
が
謀
反
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
我
等
の
活

躍
が
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
り
、
も
し
北
方
の
ネ
ウ
ロ
イ
の
巣
を
陥
落
で
き
な
け
れ

ば
！
」

「
陥
落
で
き
な
け
れ
ば
ど
っ
ち
に
し
ろ
私
た
ち
は
死
ぬ
さ
…
…
時
間
は
残
っ
て

い
な
い
」
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坂
本
の
言
葉
に
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
は
押
し
黙
る
。
俺
は
舌
打
ち
を
し
た
。

　「
分
か
っ
た
。
細
か
い
作
戦
内
容
は
？
」

「
今
夜
、
こ
こ
で
取
り
決
め
る
。
時
間
は
午
後
八
時
。
夜
間
偵
察
は
中
止
だ
」

　
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
は
頷
い
て
作
戦
会
議
室
か
ら
出
て
行
く
。
去
り
際
に
俺
を

一
瞥
し
て
、

「
相
変
わ
ら
ず
、
無
茶
な
作
戦
を
考
え
る
男
だ
」

「
無
茶
は
お
互
い
様
だ
ろ
」

　
そ
う
吐
き
捨
て
て
い
っ
た
。

「
お
見
通
し
だ
っ
た
な
。
私
は
こ
の
作
戦
を
言
い
出
し
た
の
は
お
前
だ
と
は
一

言
も
言
っ
て
な
い
の
に
」

「
長
い
付
き
合
い
っ
す
、
知
ら
ね
ぇ
こ
と
な
ん
か
何
も
な
い
ん
す
よ
」

　
俺
は
円
卓
に
座
り
、
窓
の
外
を
見
る
。

　
泣
き
出
し
そ
う
な
曇
天
が
延
々
と
広
が
っ
て
い
た
。

「
あ
と
、
ど
れ
く
ら
い
っ
す
か
。
俺
た
ち
が
翔
べ
る
の
は
」

「
こ
れ
ま
で
の
統
計
に
よ
れ
ば
合
計
で
７
０
０
回
前
後
、
ネ
ウ
ロ
イ
化
を
す
る

と
コ
ア
に
全
身
を
侵
食
さ
れ
、
ネ
ウ
ロ
イ
そ
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。

第
７
７
９
駆
逐
航
空
団
は
そ
れ
が
原
因
で
自
滅
し
た
。
ネ
ウ
ロ
イ
と
な
っ
て
し

ア
サ
ル
ト
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

ま
っ
た
ら
自
我
を
失
い
、
全
て
を
壊
す
。
二
度
と
元
に
は
戻
ら
な
い
」

「
皮
肉
な
も
ん
で
す
ね
。
力
を
求
め
、
空
を
目
指
し
た
の
に
結
局
は
力
に
呑
ま

れ
て
守
ろ
う
と
し
た
も
の
を
自
ら
の
手
で
破
壊
し
て
し
ま
う
」

「
い
や
、
こ
れ
は
当
然
の
報
い
な
の
だ
ろ
う
。
人
で
も
ネ
ウ
ロ
イ
で
も
な
い
我

ら
ウ
ィ
ザ
ー
ド
に
与
え
ら
れ
た
罰
…
…
」
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俺
は
胸
に
あ
る
コ
ア
に
触
る
。
冷
た
い
、
無
機
質
な
感
触
が
し
た
。

　
あ
の
事
件
。
ネ
ウ
ロ
イ
を
北
方
に
追
い
込
ん
だ
、
最
後
と
な
る
筈
だ
っ
た
戦

い
。

　
全
ウ
ィ
ザ
ー
ド
を
結
集
し
て
挑
ん
だ
。

　
勝
て
る
戦
い
だ
っ
た
。
勝
て
る
筈
だ
っ
た
ん
だ
。

　
だ
け
ど
。

　
俺
た
ち
は
負
け
た
。
コ
ア
に
侵
食
さ
れ
、
大
半
の
ウ
ィ
ザ
ー
ド
が
堕
し
た
の

だ
。
当
時
、
何
も
知
ら
な
か
っ
た
俺
た
ち
は
不
意
を
衝
か
れ
て
全
滅
寸
前
に
ま

れ
、
し
か
し
坂
本
を
筆
頭
と
し
た
第
７
７
７
多
国
籍
特
殊
戦
闘
航
空
団
の
奮
戦

エ
タ
ー
ナ
ル
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

に
よ
っ
て
危
機
を
脱
し
た
。

　
し
か
し
戦
力
は
激
減
し
、
軍
部
は
ウ
ィ
ザ
ー
ド
を
危
険
視
し
て
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
打
ち
切
ら
れ
た
。
残
さ
れ
た
ウ
ィ
ザ
ー
ド
た
ち
は
、
勝
利
の

見
え
な
い
激
戦
の
渦
中
に
果
て
て
い
っ
た
。

「
私
た
ち
は
既
に
６
０
０
回
以
上
、
ネ
ウ
ロ
イ
化
し
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
覚
悟

し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
」

「
そ
う
っ
す
ね
。
そ
ん
時
は
介
錯
、
頼
み
ま
す
わ
。
ネ
ウ
ロ
イ
に
な
る
く
ら
い

な
ら
ま
だ
、
人
と
し
て
の
心
が
あ
る
う
ち
に
、
っ
て
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
す
ね
俺

ら
」

「
も
し
か
し
た
ら
私
が
先
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ
？
」
　

　
坂
本
は
俺
を
見
な
が
ら
ニ
ヤ
ッ
と
笑
っ
た
。

　
そ
の
と
お
り
だ
。
俺
た
ち
の
中
で
誰
が
最
初
に
死
ぬ
か
な
ん
て
、
予
想
で
き

な
い
。
ネ
ウ
ロ
イ
に
な
る
回
数
は
７
０
０
回
と
さ
れ
て
い
る
が
ブ
レ
も
あ
る
。

　
８
０
０
回
も
ネ
ウ
ロ
イ
化
し
、
未
だ
に
戦
っ
て
い
る
ウ
ィ
ザ
ー
ド
だ
っ
て
い

る
。

「
あ
ん
ま
り
先
の
こ
と
は
考
え
る
な
よ
。
そ
の
時
が
来
る
ま
で
我
々
は
共
に
生

き
、
戦
う
。
青
き
空
を
取
り
戻
す
ま
で
な
」
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坂
本
は
俺
の
肩
を
軽
く
叩
い
て
退
室
し
た
。

　
一
人
に
な
っ
た
俺
は
自
分
の
手
を
見
つ
め
る
。
押
し
殺
し
て
い
た
死
へ
の
恐

怖
が
ド
ッ
と
溢
れ
て
き
た
。

　
痙
攣
す
る
手
を
抑
え
て
俺
は
蹲
っ
た
。

「
…
…
ク
ソ
…
…
死
に
た
く
ね
ぇ
よ
」

　
最
終
決
戦
ま
で
後
、
五
日
。
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用
語
解
説

『
コ
ア
』

ネ
ウ
ロ
イ
の
中
核
。
こ
れ
を
男
に
移
植
す
る
こ
と
で
仮
初
の
魔
力
を
得
ら
れ
る
。

様
々
な
呼
び
名
が
あ
る
。

『
ウ
ィ
ザ
ー
ド
』

ネ
ウ
ロ
イ
の
コ
ア
を
人
体
移
植
し
た
男
た
ち
の
総
称
。
弱
点
は
ネ
ウ
ロ
イ
と
同

様
、
コ
ア
で
あ
る
。
破
壊
さ
れ
れ
ば
跡
形
も
残
ら
ず
に
消
し
飛
ぶ
。

ウ
ィ
ッ
チ
の
よ
う
に
シ
ー
ル
ド
は
張
れ
な
い
。

『
ネ
ウ
ロ
イ
化
』

コ
ア
の
力
を
解
放
し
、
全
身
に
ネ
ウ
ロ
イ
と
同
質
の
装
甲
を
纏
う
。
超
速
再
生

能
力
に
加
え
、
属
性
が
付
与
さ
れ
た
魔
法
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
単

純
な
レ
ベ
ル
で
は
ウ
ィ
ッ
チ
を
上
回
る
。

『
Ｄ
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
』

ダ
ー
ク
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
。
ネ
ウ
ロ
イ
化
は
特
に
脚
部
の
強
化
が
著

し
く
、
ウ
ィ
ッ
チ
の
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
よ
り
も
高
性
能
か
つ
高
出
力
の

ユ
ニ
ッ
ト
を
自
動
で
構
築
す
る
。

種
類
に
よ
っ
て
性
能
は
異
な
る
が
、
限
界
高
度
は
確
認
さ
れ
て
い
る
全
機
種
共

に
測
定
不
能
と
な
っ
て
い
る
。
宇
宙
で
の
戦
闘
も
可
能
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

ウ
ィ
ザ
ー
ド
を
量
産
す
る
計
画
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
時
期
は
、
ネ
ウ
ロ
イ
を
北

方
に
追
い
や
る
ほ
ど
の
戦
力
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
。

『
あ
の
事
件
』

人
類
が
大
敗
退
し
た
戦
い
の
事
を
指
す
。
ネ
ウ
ロ
イ
殲
滅
を
目
前
に
迫
る
も
ウ
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ィ
ザ
ー
ド
の
完
全
ネ
ウ
ロ
イ
化
に
よ
っ
て
反
撃
を
喰
ら
い
、
主
力
艦
隊
や
航
空

団
が
全
滅
し
た
。

ウ
ィ
ザ
ー
ド
の
危
険
性
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
人
類
の
戦
力
は
激
減
し
、
ウ
ィ
ザ

ー
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
打
ち
切
ら
れ
た
。

『
完
全
ネ
ウ
ロ
イ
化
』

コ
ア
に
全
身
を
侵
食
さ
れ
て
人
格
を
失
っ
た
ウ
ィ
ザ
ー
ド
の
成
れ
の
果
て
。
敵

味
方
問
わ
ず
無
差
別
攻
撃
を
行
い
、
全
て
を
破
壊
し
つ
く
す
。

一
度
、
完
全
に
ネ
ウ
ロ
イ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
助
け
る
術
は
な
く
、
コ
ア
を

破
壊
す
る
し
か
な
い
。

―
―
ウ
ィ
ザ
ー
ド
航
空
団
一
覧
―
―

第
７
７
１
白
兵
航
空
団
　
ゼ
ル
セ
ン
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
　
北
部
戦
線
防
衛
の
戦
い
で

半
壊
。
軍
と
し
て
の
機
能
は
失
っ
て
い
る
。

第
７
７
２
遊
撃
隊
　
ミ
ス
テ
ィ
ス
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
　
扶
桑
皇
国
に
て
防
衛
戦
を
展

開
。
劣
勢
と
あ
り
。
救
援
を
要
請
。

第
７
７
３
特
殊
戦
闘
兵
団
　
ク
ラ
イ
シ
ス
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
　
北
部
地
上
戦
に
て
ネ

ウ
ロ
イ
と
交
戦
し
、
全
滅
し
た
模
様
。

第
７
７
４
魔
法
戦
術
航
空
団
　
ウ
ィ
ズ
ダ
ム
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
　
北
方
に
向
け
行
軍

中
、
消
息
を
絶
つ
。

第
７
７
５
特
別
攻
撃
航
空
隊
　
レ
イ
ジ
ン
グ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
　
大
敗
退
戦
に
て
全

滅
。

第
７
７
６
特
殊
工
作
部
隊
　
リ
ト
ル
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
　
北
部
戦
線
に
て
全
滅
。
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第
７
７
７
多
国
籍
特
殊
戦
闘
航
空
団
　
エ
タ
ー
ナ
ル
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
　
北
部
戦
線

を
防
衛
。
航
空
団
の
中
で
も
最
高
ク
ラ
ス
の
ウ
ィ
ザ
ー
ド
が
集
う
多
国
籍
軍
。

第
７
７
８
防
衛
航
空
団
　
ガ
ー
デ
ィ
オ
ン
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
　
大
敗
退
戦
に
て
全
滅
。

第
７
７
９
駆
逐
航
空
団
　
ア
サ
ル
ト
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
　
完
全
ネ
ウ
ロ
イ
化
に
よ
る

同
士
討
ち
で
全
滅
。

Ｄ
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
一
覧

焔
零
式
　
沢
村
の
専
用
機
。
機
動
力
、
加
速
性
共
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
防
御
力

は
紙
。
炎
を
宿
す
事
が
で
き
る
。

暁
・
鬼
殺
し
　
坂
本
の
専
用
機
。
高
い
機
動
力
を
誇
り
、
自
由
自
在
に
大
空
を

駆
け
巡
る
。

ヴ
ァ
イ
ゲ
ル
ン
グ
　
ア
ダ
ム
の
専
用
機
。
バ
ラ
ン
ス
タ
イ
プ
で
あ
ら
ゆ
る
状
況

に
対
応
で
き
る
。

ア
ル
テ
ィ
ス
タ
　
デ
ィ
エ
ゴ
の
専
用
機
。
大
型
で
、
巨
大
な
銃
器
の
反
動
に
も

耐
え
る
。
防
御
力
も
高
い
。

リ
ム
・
オ
ン
グ
ル
　
シ
ャ
ッ
セ
ー
ル
の
専
用
機
。
電
気
を
帯
び
た
特
殊
な
飛
行

を
見
せ
る
。

ウ
ン
・
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
　
ブ
ル
ー
ノ
の
専
用
機
。
烈
風
を
従
わ
せ
た
そ
の
動
き
は

沢
村
の
焔
零
式
を
超
え
る
。
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ア
オ
ゲ
ン
・
ブ
リ
ッ
ク
　
ヒ
エ
ロ
ニ
ュ
ム
ス
の
専
用
機
。
エ
ン
ジ
ン
の
馬
力
は

最
高
ク
ラ
ス
。
大
型
の
武
器
を
い
く
つ
も
携
行
で
き
る
。

フ
ィ
・
ア
ン
マ
　
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
の
専
用
機
。
突
進
能
力
に
秀
で
て
い
る
。
自

ら
の
肉
体
を
生
か
し
た
体
当
た
り
は
下
手
な
武
器
よ
り
も
強
い
。

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー
　
イ
ー
ノ
ッ
ク
の
専
用
機
。
加
速
性
、
最
高
速
度
は

ウ
ィ
ザ
ー
ズ
最
速
。
ひ
と
た
び
、
光
速
の
世
界
に
は
い
れ
ば
何
者
も
彼
に
追
随

す
る
事
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

ク
ー
ル
ト
ゥ
カ
　
ド
ガ
エ
フ
の
専
用
機
。
夜
間
飛
行
用
の
た
め
、
見
つ
か
り
に

く
い
漆
黒
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
が
施
さ
れ
て
い
る
。

オ
タ
ヴ
ァ
　
ヤ
ン
ネ
の
専
用
機
。
予
測
の
で
き
な
い
ト
リ
ッ
キ
ー
で
ク
セ
の
強

い
タ
イ
プ
。
ヤ
ン
ネ
だ
か
ら
こ
そ
使
い
こ
な
せ
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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